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事前意見・質問等（題名）
〔　〕内は意見等の提出があった校区
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1
都市計画道路西尾吉良線の供用開始時
期

【質問】
黄金堤の方から北進してきて、橋を越えてすぐ北の方へ渡る道路が計

画されているようです。渋滞緩和の目的で造られているのかどうか分か
りませんが、その道路の供用開始時期はいつぐらいを予定しています
か。

都市計画道路西尾吉良線のことだと思います。善明交差点よりも少し
市役所側のところで、市役所北側の道路と交差するという計画のはずで
す。愛知県に計画内容や進捗状況を確認したことがありますが、現時点
では具体的な整備の時期は決まっていないとのことです。

土木課

2 防災計画の検証及び変更

【質問】
西尾市には水害、地震など膨大な防災計画がありますが、計画の達成

度を検証していますか。
また、最近、環境が大きく変わってきていますが、それに合わせた防

災計画の変更をしていますか。

各種計画は全て、国・県が発表するいろいろな想定を基に策定してお
ります。今後、それらの想定が変わったときに、計画を変更します。
防災計画全体の進捗状況は作成しておりません。理由としては、防災

計画は、災害が起きたときにどういった対応をするかという、ソフト面
が大きい計画であり、ハード面も含めた全体の事業費は、国・県・市そ
れぞれが行う事業があるためです。
津波避難タワー建設など、個々の事業に関する進捗は作成しておりま

すが、計画全体ということになりますと、申し訳ありませんが作成して
おりません。

危機管理課

3 防災メールの受信状況

【要望】
地震等の際の防災メールがスマートフォンに送信されますが、家族の

中でも同じソフトバンクでありながら、受信する端末と受信しない端末
があります。
防災アプリは同じようにダウンロードしていますが、そういった事象

が発生しています。市として危機管理も含めて御検討ください。

回答不要。

危機管理課
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4 三和地区の優良農地を守るには

【質問】
現在、三和小校区南部地区は、南に矢作古川、広田川に囲まれた市で

も唯一の農業地帯であるにもかかわらず、物流を中心とした企業が進出
しています。

2000年ほど前から、矢作古川と広田川の間に弥生時代の集落があり、
御鍬村という三和地区の中心部であり、優良農地が多くあります。優秀
な後継者を残すため、近代化のため、ほ場整備を行いました。
企業誘致を全面的に反対するわけではなく、すでに誘致したものは仕

方ないですが、今後はやめてください。トラック走行部が整備され、農
地が潰れて、旧23号線ができ、御鍬村が壊れてしまいます。それにより
農業後継者がいなくなります。
弥生時代の遺物が多くある優良農地を潰してはいけません。食糧事情

が「優良農地は守る。農業をやっている人を守る。」と言いました。農
業用地は、田んぼには絶対戻りません。
　市は、どのように考えていますか。

企業誘致によって農地や田んぼが潰れてしまうことが多く、それが優
良農地であることもしばしばあります。
企業誘致の際は、優良農地だから対象地区から外すということではな

く、税収や雇用の面で、大きな企業が進出する機会を逃すことをしたく
ないという判断で、企業の進出を優先しています。
決して農業を軽視しているつもりはありませんが、どちらか一方しか

選択できないため、結果として農地が潰れているのは事実です。そのこ
とについて問題ではないかと言われてしまえば、反論のしようがありま
せんが、優先順位を考えた結果として、今は企業誘致を優先していま
す。
今後は、農地を一筆一筆農地を今後どうしていくのかという検討をし

ながら、地域計画に反映させていきます。これまでのような乱開発とい
うか、どんどん農地が潰されて行くという状況には歯止めがかかると思
います。
また、農地を耕作をしている方からすると、仕事の場がなくなってし

まうことは深刻な問題である一方で、土地を持っている方で、企業の進
出に対して売却される方が多いことも事実です。
立場によってどちらを重視するかが異なるため、なかなか難しい問題

ですが、現在までのところは結果として、企業の進出を重視しているの
は事実ですが、今後は農地守る方向に動いていきますので、これまでほ
どではなくなるだろうと見込んでいます。

商工振興課
農水振興課
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【市長】
教育委員会側の事情としては、今、いろいろな学校スタッフを増員す

る必要があります。例えば、発達障害の子をサポートする人、外国人の
児童生徒の支援をする人、スクールソーシャルワーカー、スクールロイ
ヤーなど、いろいろな職種の人たちが求められている中で、その一つと
して学校司書もありますので、学校司書だけを増員することはなかなか
難しく、全体として増やしていく中で司書も増員していきたいという考
えだと思います。
私としましては、１期目の市長総選挙に出馬したときから学校司書の

増員はしていきたいとは思っており、それについての問題意識は持って
います。読書をすることで子供たちの想像力や論理的思考力などが養わ
れますし、司書がいるかいないかによって、子供たちの読書量には如実
に違いが出てくると思いますので、そういう意味では司書の重要性は認
めていますし、増員については引き続き教育委員会に対してしっかりと
働きかけていきたいと考えています。
ただし、教育委員会の独立性というものがあり、あまり市長が口を出

せない制度になっているため、思いは伝えていきますので、それを汲み
取って教育委員会の中で考えていってほしいと思います。

【教育長】
私自身は国語の教員ですので、以前から図書館への関心は大変高いの

ですが、この10年間で学校の図書館はものすごく良くなりました。司書
が中心になり、いろいろな季節の飾りつけしたり、お薦めの本を入れた
り、あるいは子供たちに読み聞かせをしたりして、大変向上していきま
した。
司書の人数も、少しずつですが増やしてきて、今は20人ぐらいで止

まっていますが、御要望もいただきましたので、来年度からもう一度、
すぐに全校配置とはいきませんが、じわりじわりと増やしていくような
方向で進めていこうと考えております。
課長の発言については、そこまで強烈なことを言ったようには報告を

受けておりませんが、そのように伝わってしまったのであれば、明日私
が厳しく指導します。どういうふうに言っても誤解を受けてしまっては
いけませんので、きちんと御要望を承った上で、いい形に進めるよう指
導をしてまいります。

6 矢作川左岸の堤防道路の整備

【要望】
矢作川左岸の堤防道路について、西浅井町藤宿から志貴野橋までの通

行がまだできません。今年の春先に土木課へ確認したところ、令和７年
度開通の見通しということでしたが、工事が始まるのが７年度というこ
とですか。この道路は渋滞緩和の面においても、ほかの町内や地域の企
業の方からも大変期待されていますので、しっかり進めてください。

　ご要望のとおり、しっかり進めてまいります。。
志貴野町にお住いの方の一部に、堤防道路から車が落下することを心

配をされている方々がいらっしゃることで、町内との合意形成に少し時
間がかかりましたが、一定の対策をするということで合意できました。
今現在、ガードレール土木工事は概ね終了していますが、志貴野町町

内会からの要望事項等について施行することがまだ少しありますので、
開通時期は令和７年度を目標としておりますが、８年度になることもあ
り得ると考えております。

土木課

5
小中学校への司書教諭配置に関する要
望

【意見】
　平成15年から、小中学校への司書教諭の配置に関する要望書を提出し
ています。
　子供たちができるだけ図書館を利用しやすいように、そして保健室登
校を嫌がる不登校の子供も含めて安心して利用できるように、資格を
持った司書が図書館の運営をすることが大切です。
　残念ながら、現在も司書教諭の人数が充足していないため、今年も８
月６日に要望書を提出し、市長に大変丁寧に対応していただきました。
　しかし、学校教育課長が事務局を呼び出し、「どうせ通らないのだか
ら要望書を出すな、引き下げろ」と指導したそうです。それに加えて、
「あなた達の給料を半分にしたら全校配置できます」と言われたそうで
す。
　これは、明らかにパワハラです。西尾市はいろいろな問題を抱えてい
ると思いますが、23年間も続けてきた要望が一気に潰されるということ
で大変悲しんでいます。

学校教育課
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7 高校生世代の通院医療費助成

【質問】
西尾市の通院医療費助成は中学生15歳までとなっています。岡崎市な

どの近隣市は高校生18歳までが対象です。孫が岡崎市や安城市などの病
院に通院していますが、その病院から「西尾市は医療費助成がないので
すか」という問いかけを再三受けるそうです。市として、今後、高校生
世代の通院医療費助成を考えていきますか。

　必要性は認めています。
近隣市では安城市は高校生世代の通院医療費を助成していますが、岡

崎市はまだ実施していません。
県内の自治体でも18歳までを対象にしているところが増えています

し、そういった社会保障的なサービスで格差が出るのはあまり良くない
ため、問題意識は持っていますが、今後１～２年の間は、ほかの事業な
どで財政が厳しいので、それ以降の時期に検討したいと考えています。

保険年金課

8 道路拡幅に関する説明内容

【質問】
幅４メートル未満の道路に面して、家を新築または再建築する場合

に、道路幅が４メートルになるように、家を控えて建てるように指導し
ていると思います。この場合、道路側に家屋から隔離された土地が残り
ますが、この土地について市はどのように対処していますか。
　次の３点について質問します。
１ 土地所有者へ直接説明していますか。建設業者等に任せていません
か。
２ 土地の取得方法について、寄附すれば舗装などの道路整備が早く実
施されるが、寄附しないとなかなか難しいという話もあるようです。寄
附していただけるのであればありがたいが、原則としては買収で取得す
るという説明をきちんとしていますか。
３ 土地の測量、分筆、所有権移転の時期及び道路の整備時期を何年度
以内行うか、もしくはいついつ頃にするかということをきちんと説明し
ていますか。

50年以上道路が整備されずに放置されており、分筆や所有権移転が進
められていないため、道路側の全く利用できない土地に対して、土地所
有者が固定資産税を支払っているという状況があります。
また、道路を拡幅する際に寄附を要請するのではなく、全て買収して

ください。救急車や消防車が出られるように、まさに命と財産を守るた
めに道路を拡張するわけですが、寄附行為の要綱がおかしいと思いま
す。

市には狭隘道路に関する要綱がありますが、その要綱は50年前から
あったわけではありません。
建築するために下がっていただく場合、狭隘道路ということであれ

ば、ご寄附いただければ所有権移転や測量などを市が負担するという制
度があります。ご寄付されずに下がるということであれば、そこまで市
が負担しませんので、具体的に教えていただけると確かなお答えができ
るかと思います。
道路の拡幅事業なのか、それとも狭隘道路事業なのかが分かりません

が、市が能動的にどんどん拡幅したいということであれば、原則として
買収することになると思います。

土木課
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